
自民 公明 民主 維新 共産 投票数 投票率

※主な政党のみ （万票）     %

731

1881 805

14年衆議院

13年参議院

12年衆議院

09年衆議院

1765 977 832 606 5474 52.65

5323 52.61

1662 712 963 1226 369 6018 59.31

1846 756 713 636 515

2984 494 7037 69.27

昨
年
末
の
総
選
挙
。

マ
ス
コ
ミ
は｢

安
倍
政
権

大
勝｣

「
圧
勝
」
と
報
道
し

ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
安
倍
総
理
は

｢

こ
の
選
挙
で
国
民
か
ら
信

任
さ
れ
た
。
約
束
し
た
こ
と
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行
し
て
い
く
。
」
と
原

発
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働
、
集
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自
衛
権

行
使
な
ど
を
推
し
進
め
て
い

く
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を
明
ら
か
に
し
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ま
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。
本
当
に
「
圧
勝
」
？

50
％
の

投
票
率

自
民
支
持
は

４
人
に
１
人

今
回
は
52
・
65
％
の
低
投

票
率
で
し
た
。

そ
の
中
で
自
民
党
は
比
例

で
33
％
、
小
選
挙
区
で
48
％

の
得
票
率
で
し
た
。

つ
ま
り
国
民
の
４
人
に
１

人
し
か
支
持
を
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

「
国
民
の
皆
さ
ん
に
背
中
を

押
し
て
も
ら
っ
た
」
と
安
倍

さ
ん
は
言
い
ま
す
。

し
か
し
実
際
は
、
ま
さ
に

「
異
論
に
耳
傾
け
よ
（
「
毎

日
」
12
月
25
日
社
説
）
」
の

支
持
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

民
意
歪
め
る

小
選
挙
区
制

結
果
と
し
て
自
公
政
権
は

３
分
の
２
を
上
回
る
議
席
を

獲
得
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
一
人
し
か
当
選

し
な
い
小
選
挙
区
制
に
秘
密

が
あ
り
ま
す
。

得
票
は
48
％
し
か
な
い
の

に
議
席
は
な
ん
と
76
％
で
す
。

し
か
も
自
民
の
得
票
数
は
、

民
主
党
が
政
権
を
獲
得
し
た

09
年
の
総
選
挙
よ
り
少
な
い

も
の
で
す
。
【
上
表
参
照
】

多
く
の
国
民
の
１
票
が
死

票
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
世
論
は

は
っ
き
り
で
す

「
共
同
通
信
」
が
行
っ
た
12

月
16
日
の
世
論
調
査
で

◆
憲
法
改
正

賛
成

35
・
６
％

反
対

50
・６
％

◆
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
容
認
等
の
安
全
保
障

賛
成

33
・
６
％

反
対

55
・１
％

◆
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で

景
気
は
よ
く
な
る

思
う

27
・
３
％

思
わ
な
い

62
・８
％

◆
消
費
税
10
％
ア
ッ
プ

賛
成

38
・
６
％

反
対

57
・５
％

◆
川
内
原
発
再
稼
働

（
西
日
本
新
聞
よ
り
）

賛
成

38
・
０
％

反
対

55
・７
％

力
合
わ
せ
て
安
倍
内
閣
の

暴
走
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

№１９９1 泉北教育 ２０１５年 １月 １３日（２）

泉北教組に加入して、「評価・育成システム」をなくそう

うれしいね！

先週の８日に給与改定に伴う差額支給が行わ

れました。泉北教組は、大教組、府労組連と力

合わせ、職場からの切実な要求を基に、署名集

約や２度の集会や団体交渉に参加しました。

その結果、以下の項目が実現しました。

※2015年４月～「給与制度の総合的見直し」
の名目で、給料表の平均－２％改悪予定

新年早々のお年玉です。
参考までに、勤続30年・55才の方で、約14万
円の支給がありました。

国
民
か
ら
見
れ
ば
支
持
も
政
策
も

選挙
結果は

沖縄では

安倍政権に激震
沖縄県では、名護市長選挙、
知事選に続いて、自公政権の辺

野古新基地建設・反対の民意が

示されました。

この間、保守も革新も『新基

地を造らせない』の共同が広が

り、この結果が作られました。

◆沖縄県 小選挙区の当選者

一区 共産党 公認

二区 社民党 公認

三区 生活の党 公認

四区 無所属（元・自民党県連幹事長）

※自民現職４人は全員落選

①給料月額を平均1.8％引き上げ
②ボーナス0.15月分引き上げ

③給与改定は2014年４月実施（差額支給）
④部活動手当(4h)2800円→3000円にUP

⑤交通用具利用の通勤手当を国に準じｱｯﾌﾟ

⑥７年間の大阪府独自の賃金カット終結


